
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 回 

多様な学習機会の 

確保の在り方についての 

検討会議 

【資料】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時  令和８年３月 19日（木） 

午後３時～同５時 

 

場 所  京都府庁３号館 教育委員室 

 

 



多様な学習機会の確保の在り方についての検討会議（第１回） 

資料 

令 和 ８ 年 ３ 月 1 9 日 

京都府庁３号館  教育委員室 

 

１ 開会 

２ 自己紹介 

３ 委員長選出 

４ 説明・報告 

（１）多様な学習機会の確保の在り方に関する現状について  

   ・国の方向性について 

   ・全国の夜間中学・学びの多様化学校の設置状況等について 

   ・京都府の状況について 

（２）令和７年度夜間中学についてのニーズ調査の結果について 

５ 協議 

（１）ニーズ調査結果の分析について 

（２）京都府における多様な学習機会の確保の在り方についての意見聴取 

６ その他 

（１）次回以降の会議について 

７ 閉会 

 

配付資料について 

Ｐ１～Ｐ３   設置要綱・会議の公開に関する運営要領・傍聴要領 

Ｐ４      委員名簿 

Ｐ５～Ｐ６   前提となる多様な学習機会確保の場及び主な教育課程上の特例について 

Ｐ７～Ｐ９   国の方向性について 

Ｐ10～Ｐ14   全国の夜間中学・まなびの多様化学校等の設置状況について 

Ｐ15～Ｐ19   京都府の状況について 

        ・義務教育未修了者数・外国人住民数 

        ・不登校児童生徒数 

        ・校内外教育支援センター 

        ・府内の定時制課程のある学校 

Ｐ20～Ｐ27   ニーズ調査について 

        ・平成 30年度実施内容 

        ・令和７年度調査結果 

Ｐ28～Ｐ31   ニーズ調査結果クロス分析データ 

 

 

 

 

 



多様な学習機会の確保の在り方についての検討会議設置要綱 

                                  

（設置） 

第１条 義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律（平成 28 年法律第

105号）を踏まえ、外国籍や不登校など、様々な事情により義務教育を十分に受けることができなか

った方が、自立して社会で活躍できるよう、夜間中学や学びの多様化学校（不登校などに対応した柔

軟な教育課程を持つ学校）を含む、多様な学習機会の確保の在り方について検討するための会議（以

下「検討会議」という。）を設置する。 

 

（検討事項） 

第２条 当該会議における検討事項は、次の各号に掲げる事項とする。 

(1) 夜間中学で学んでみたい方などのニーズを把握するために実施した「夜間中学についてのアンケート」

に係る分析 

 (2) 多様な学習機会の確保（夜間中学、学びの多様化学校など）の在り方についての今後の方向性 

 

（組織） 

第３条 検討会議は、次に掲げる委員で構成する。 

  (1) 学識経験者 ３名 

 (2) 市町（組合）教育委員会代表 １名 

(3) 京都府庁内関係各課職員 ３名 

２ 検討会議に委員長を置き、委員の互選によってこれを定める。 

 

（委員長及び副委員長の職務） 

第４条 委員長は、会務を総理し、検討会議を代表する。 

２ 委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を

代理する。 

 

（会議） 

第５条 検討会議は、委員長が招集する。 

２ 委員長は、必要に応じ、委員以外の者の出席を求め、その意見を聞くことができる。 

 

（補則） 

第６条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、委員長が会議に諮り、別に定める。 

 

附 則 この要綱は令和８年３月 19日から施行する。 
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多様な学習機会の確保の在り方についての検討会議の公開に関する運営要領（案） 

 

令 和 ８ 年 ３ 月  日 

多様な学習機会の確保の在り方についての検討会議  

 

１ 目的 

  この要領は、多様な学習機会の確保の在り方についての検討会議（以下「本会議」という。）の

公開に関し、必要な事項を定めることを目的とする。 

 

２ 会議の公開 

  (1) 本会議は、京都府情報公開条例第６条各号のいずれかに該当する情報について審議、意見

聴取等を行う場合を除き、原則、公開するものとする。 

  (2) 委員長は、(1)に掲げる非公開の議事の他議事を非公開とすることが適当と考えるときは、

委員の過半数の同意を得て当該議事を非公開とすることができる。ただし、緊急の会議等で

委員に諮ることができないときその他やむを得ない事情があるときは、この限りでない。 

  (3) 本会議の概要並びに非公開の議事及びその理由は、府政情報センター、ホームページ等に

おいて明らかにすることとする。 

 

３ 会議開催の周知 

  (1) 本会議を開催するときは、開催日の１週間前までにホームページ等において府民への周知

を図ることとする。ただし、会議の開催日時を公開しないことが適当と委員長が判断すると

きまたは緊急の会議等で周知することができないときは、この限りでない。 

  (2) 周知に当たっては、次の事項を記載することとする。 

   ア 委員会の名称 

   イ 開催日時及び場所 

   ウ 議題（非公開の審議を行うときは、非公開とする理由） 

   エ 傍聴手続き（定員、注意事項等） 

   オ その他必要な事項 

 

４ 会議の傍聴 

  (1) 傍聴人に対し、原則として会議で使用する資料と同様のものを配布する。ただし、資料が

膨大である場合等にあっては、必要に応じ会議次第及び主要な資料のみを配布することとす

る。 

  (2) 傍聴の手続、傍聴人が遵守すべき事項については、別に定める。 

 

５ 会議要旨の公開 

  (1) 会議の要旨は、ホームページ等において速やかに公開することとする。ただし、会議の要

旨を非公開とすることが適当と委員会が判断したときは、この限りでない。 

  (2) 会議の要旨は、次の事項を記載することとする。 

   ア 委員会の名称 

   イ 開催日時及び場所 

   ウ 出席者 

   エ 議題 

   オ 審議内容 

   カ その他必要な事項 

 

６ その他 

  この要領に定めるもののほか、必要な事項は、委員長が会議に諮って定める。 
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多様な学習機会の確保の在り方についての検討会議傍聴要領（案） 

 
令和８年３月  日 

 

１ 趣旨 

  この要領は、多様な学習機会の確保の在り方についての検討会議の傍聴に関し必要な事項を

定める。 

 

２ 傍聴の手続き 

 (1) 会議を傍聴できる人数は、原則として 10名とする。ただし、会場の都合等によりその人数

を制限することがある。 

 (2) 会議を傍聴しようとする者は、傍聴申込書（第 1号様式）を開会予定時刻の１時間前から

30分前までに委員長に提出しなければならない。 

 (3) 次のいずれかに該当する者は、傍聴することができない。 

  ア 酒気を帯びていると認められる者 

  イ 委員会の妨害となると認められる器物等を携帯している者 

  ウ ア及びイのほか、委員長が傍聴を不適当と認める者 

 (4) (2)により傍聴申込書を提出した者の数が、(1)に定める人数を超えるときは、傍聴申込書

が提出された順に傍聴人を決定する。 

 

３ 傍聴人の遵守事項 

 (1) 傍聴人は、次の行為をしてはならない。 

  ア 会議開催中は、静粛に傍聴することとし、拍手その他の方法により、賛成、反対の意向

等を表明すること。 

  イ のぼり、旗、プラカード、鉢巻き、たすき、ゼッケンその他示威のために利用すると認

められるものの携帯又は着用をすること。 

  ウ 談話をし、又は騒ぎ立てる等、会議の妨害となるような行為をすること。 

  エ 会場において飲食又は喫煙をすること。 

  オ 会場において、許可なく写真撮影、録画、録音等を行うこと。 

  カ その他会議の議事運営に支障となる行為をすること。 

 

(2) 傍聴人は、次のいずれかに該当する場合、速やかに退場しなければならない。 

 ア 会議を公開しないこととする決定があった場合 

 イ この要領に違反し、委員長が退場を命じた場合 

 

(3) 傍聴人は、傍聴後、多様な学習機会の確保の在り方についての検討会議の内容に関する質

問や意見がある場合は、事務局（京都府教育庁指導部学校教育課）に申し出ること。 

 

４ その他 

  この要領に定めるもののほか、傍聴に関し必要な事項は、委員長が定める。 
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多様な学習機会の確保の在り方についての検討会議委員名簿

氏名 所属等

岡田　　敏之

基礎教育保障学会　会長

文部科学省　学びの多様化学校マイスター

京都市立洛友中学校　元校長

越智　　紀子
京都光華女子大学福祉リハビリテーション学科　教授

京都府教育委員会まなび・生活アドバイザー　スーパ－バイザー

城之内　庸仁

一般社団法人基礎教育保障研究所 理事長

三豊市総合政策アドバイザー

岡山自主夜間中学校 代表

渡邉　　　晋 八幡市教育委員会こども未来部　次長

犬石　　剛史 京都府健康福祉部家庭・青少年支援課　参事

山本　　隆裕 京都府知事直轄組織国際課課長

安原　　正康 京都府文化生活部人権啓発推進室　企画参事

多様な学習機会の確保の在り方についての検討会議事務局名簿

三矢　　哲郎 学校教育課長

小西　　良尚 高校教育課長

菊井　　雅志 学校教育課　総括指導主事

池西　　圭吾 学校教育課　指導主事
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夜間中学
学びの多様化学校

（いわゆる不登校特例校）
定時制高校

学校段階 中学校（義務教育段階） 小・中・高いずれもあり得る
高校（後期中等教育）。夜間等の定
められた時間帯に授業を行う課程

主な対象

①義務教育を修了できなかった人
②本国で義務教育未修了の外国籍等の人
③不登校等で十分に学べないまま形式的
に「中学卒業」した人 など多様

現に不登校の児童生徒

戦後は勤労青年中心であったが、近
年は全日制高校からの転入・編入や
不登校経験、学び直しなど多様な背
景の生徒が増加

制度・法的位置づけ
学校教育法上の中学校（いわゆる一条
校）で、夜間等に授業

学校教育法上の小学校・中学校・高等
学校。文科大臣の指定により教育課程
の基準によらず特別な教育課程を編成
（学校の制度自体は変更なし）

高校の課程の一つ。夜間その他の時
間帯に授業、修業年限は3年以上

授業時間・通い方 平日夕方〜夜に授業
登校時間の調整など、学校によって柔
軟に設定（例：登下校時刻の工夫、学
校独自の時間割等）

複数の形態（例：夜間定時制／昼間
二部／三部制など）

教育課程の柔軟さ
生徒の状況に応じた工夫（習熟度別、TT、
小学校段階の内容を扱う等）や日本語指
導体制の工夫が行われることがある

教育課程の基準にとらわれず編成でき
る（総授業時数の削減、教科横断、新
設教科等の柔軟化が可能）

原則は高校課程だが、単位制/学年
制など学校により編成は様々

入学資格

一般に、学齢期に義務教育の機会を十分
に得られなかった人（例：義務教育未修
了者、外国籍等、不登校等で学び直しを
希望する既卒者など）

現に不登校である児童生徒で、特別の
教育課程が必要と認められるもの

高等学校の入学資格がある者（中卒
以上）

卒業・資格
全課程修了で中学校卒業となり、高校入
学資格が得られる

全課程修了で学校種に応じて卒業資格
が得られ、上位の学校への入学資格が
得られる

3年以上在籍、74単位以上修得等の
要件を満たして卒業。卒業で大学・
専門学校等の入学資格が得られる

ねらい
義務教育の学び直し・学習機会の確保
（多様な背景の学習者）

不登校児童生徒の実態に配慮し、無理
のない形で学びを継続するための学校
制度

働きながら学ぶ／学び直し等、多様
な学習ニーズの受け皿として役割が
拡大

夜間中学、学びの多様化学校、定時制高校の比較
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出典：文部科学省教育課程企画特別部会論点整理参考資料集 
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１ 国の方向性について 

教育振興基本計画（令和５年６月１６日閣議決定） 

Ⅳ．今後５年間の教育政策の目標と基本施策 

目標７ 多様な教育ニーズへの対応と社会的包摂 

障害や不登校、日本語能力、特異な才能、複合的な困難等の多様なニーズを有する子供たちに対応するため、

社会的包摂の観点から個別最適な学びの機会を確保するとともに、全ての子供たちがそれぞれの多様性を認

め合い、互いに高め合う協働的な学びの機会も確保することなどを通して、一人一人の能力・可能性を最大

限に伸ばす教育を実現し、ウェルビーイングの向上を図る。その際、一人一人が持つ長所や強みに着目し、

可能性を引き出して発揮させていくという視点や、多様性の尊重によるマジョリティの変容を重視するとと

もに、各施策間のつながりを念頭に置いた対応が図られるよう取組を推進する。 

○不登校児童生徒への支援の推進 

・令和３年度の小・中・高等学校における不登校児童生徒数は過去最多の約 30 万人となっており、その中で

も特に、学校内外の専門機関等で相談・指導等を受けていない児童生徒のうち 90 日以上欠席している者が

約 4.6万人に上っている。不登校は誰にでも起こり得ることである一方、ひきこもりなど、将来にも長期に

渡って影響を及ぼすとの指摘もあり、不登校児童生徒の教育機会の確保や相談体制の充実など、不登校対策

を強力に推進していくことが重要である。このことを踏まえ、令和５年３月に策定した「誰一人取り残され

ない学びの保障に向けた不登校対策（COCOLOプラン）」等に基づき、①多様な学びの場の確保、②１人１台

端末等を活用した早期発見・早期支援の実施、③学校風土の「見える化」を通じて、学校を「みんなが安心

して学べる」場所にすることなどの不登校対策を推進する。具体的には、不登校児童生徒の多様な教育機会

の確保に向けて、不登校特例校の各都道府県・政令指定都市での１校以上の設置を本計画期間内において進

め、将来的に、不登校特例校への通学を希望する児童生徒が居住地によらずアクセスできるよう、分教室型

も含め、全国で 300校の設置を目指す。 

○海外で学ぶ日本人・日本で学ぶ外国人等への教育の推進 

・外国につながる子供が自らの「長所・強み」を活用し可能性を発揮できるよう、多様性を尊重し、母語・母

文化の重要性に配慮しつつ、国内の学校への円滑な適応を図る。このため、日本語指導を行うための教員配

置や日本語指導補助者・母語支援員の派遣、オンラインによる指導や多言語翻訳システム等 ICTを活用した

日本語指導・支援の実施、実践的な教員研修の実施、新たに制度化される高等学校を含む日本語指導が必要

な児童生徒に対する特別の教育課程の編成実施の促進、学校全体での組織的な国際理解教育の推進などとと

もに、不就学の可能性がある外国人の子供の就学促進に向けた取組を推進する。その際、各地方公共団体に

おける NPO等を含む多様な主体との連携等、地域や社会での共生に向けた取組を促進する。 

○特異な才能のある児童生徒に対する指導・支援 

・特異な才能のある児童生徒について、学習や生活上の困難に着目し、その解消を図るとともに個性や才能を

伸ばす。そのため、特異な才能のある児童生徒の理解のための周知・研修の促進、多様な学びの場の充実、

特性等を把握する際のサポート、学校外の機関にアクセスできるようにするための情報集約・提供及び実証

研究を通じた実践事例の蓄積等に総合的に取り組む。 

 

○夜間中学の設置・充実 

・学齢経過者であって小・中学校等における就学の機会が提供されなかった者の中に、就学機会の提供を希望

する者が多く存在することを踏まえ、夜間中学の設置を促進するとともに、夜間中学における就学機会の提

供等の措置を講ずる。具体的には、夜間中学は、義務教育未修了者に加え、外国籍の者、入学希望既卒者、

不登校となっている学齢生徒等の多様な生徒を受け入れる重要な役割を担っていることから、教育機会確保
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法等に基づき、全ての都道府県・指定都市に少なくとも一つの夜間中学が設置されるよう促進するとともに、

夜間中学の教育活動や広報の充実、受け入れる生徒の拡大を図るなど、教育機会の確保等に関する施策を総

合的に推進する。 

○高等学校定時制課程・通信制課程の質の確保・向上 

・中途退学や不登校の経験者、特別な支援を必要とする生徒など課題を抱える生徒等の学びのセーフティネッ

トとしての役割を果たしている高等学校定時制課程・通信制課程において、関係機関や地域社会等との連携

による様々な学習機会の設定等、生徒の多様な学習ニーズにきめ細かく対応していくための支援や、通信制

課程の質の確保・向上に関する取組を着実に実施するとともに、全日制課程も含めた各課程の在り方から検

討し、その検討の結果も踏まえながら、更なる質の確保・向上・多様性への対応を図るための施策に取り組

む。 

○日本語教育の充実 

・日本国内に在留する外国人等に対し、生活のために必要な日本語等を習得できるオンラインの活用も含めた

環境の整備を目的とした、地域における日本語教育の総合的な体制づくりの支援等を行う。また、日本語教

育の水準の維持向上を図るため、日本語教育機関の認定制度及び日本語教師の新たな資格制度を設ける日本

語教育機関認定法を円滑に施行するとともに、「日本語教育の参照枠」を踏まえた日本語教育の内容・方法

などの標準化を図る。 
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多様な学びの場の確保に関するタスクフォース 論点整理 

～学びの多様化学校・夜間中学の充実に向けて～（令和７年７月 22日より） 

○現在、各学校においては、少子化やグローバル化の進展、生成ＡＩの進化等の社会情勢の変化も踏まえなが

ら、学習指導要領等に基づき、「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」に向けた取組が行われて

いる。 

○学校には、多様な個性や特性、背景を有する児童生徒も多数在籍しており、例えば、不登校児童生徒が何ら

かの理由により在籍する学校や学級に通いにくい状態が継続する場合等もあり、各自治体等においては、不

登校児童生徒に対する多様な学びの場を確保するため、学びの多様化学校の設置が進められており、小規模

自治体においても、首長や教育長の主導の下、住民の理解や協力を得ながら、その設置に向けた検討や調整

等が進められた結果、令和７年７月現在、19都道府県・10政令指定都市に 58校が設置されている。 

○学びの多様化学校については、第４期教育振興基本計画において、「不登校特例校※の各都道府県・政令指

定都市での１校以上の設置を本計画期間内において進め、将来的には、（略）分教室型も含め、全国で 300

校の設置を目指す。」と掲げられたこと等を踏まえ、現在、全国各地において、文部科学省が実施する様々

な施策も活用しながら、その設置に向けた検討が行われている。 

（※）令和５年８月３１日に名称を「学びの多様化学校」に変更。 

○一方、不登校児童生徒数は、令和５年度に過去最多の約 42万人（小・中学校：約 35万人、高等学校：約７

万人）となるなど、引き続き、各地域のニーズ等も踏まえ、学びの多様化学校も含む多様な学びの場の確保

やその教育の充実等が必要な状況にある。 

○夜間中学については、現在、第４期教育振興基本計画において、「全ての都道府県・指定都市に少なくとも

一つの夜間中学が設置されるよう促進する」と掲げられたこと等を踏まえ、全国各地において夜間中学の設

置が進められている。夜間中学の中には、戦後まもなく設置され当初の目的を果たしつつ、社会の変化や学

習者の求めなどに応じて学びの場を提供し続ける学校や、設置形態や教育内容に工夫をして新たに設置・運

営された学校もあり、令和７年６月現在、全国で 62校の設置となっている。 

○全国で夜間中学に通っている生徒数は、令和６年度で、約 2000 人となっており、このうち、日本国籍の生

徒が約 1/3、外国籍の生徒が約 2/3 となっている。生徒数については直近 10 年間最も多く、また、近年の

傾向として日本国籍を有する者や若年層の増加が見られることから、多様な学びの場としての機会の確保

や、その教育の充実等が必要である。 
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２ 全国の夜間中学・学びの多様化学校の設置状況等について 

夜間中学（出典・文部科学省 HP） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学びの多様化学校（出典：文部科学省企画特別部会論点整理参考資料） 
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出典：文部科学省 HP 
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出典：出入国在留管理庁令和７年６月末現在における在留外国人数について 
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３ 京都府の状況について 

義務教育未修了者等（出典：令和２年度国勢調査結果） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外国人住民数（出典：京都府国際課調査） 
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不登校児童生徒数（出典：京都府教育委員会 HP） 
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京都府内の校外教育支援センター設置市町 

※太字は不登校児童生徒支援拠点整備事業実施市町 

向日市 「ひまわり広場」 木津川市 「キッズふれあい教室」 

長岡京市 「アゼリアひろば」 亀岡市 「やまびこ教室・ふれ愛教室」 

大山崎町 「たけのこ」 南丹市 「さくら」 

宇治市 「Ｕjiふれあい広場」 綾部市 「やすらぎルーム」 

城陽市 「ふれあい教室」 福知山市 「けやき広場」 

久御山町 「ゆうゆう広場」 舞鶴市 「明日葉」 

八幡市 「さつき」 宮津市 「こころの広場」 

京田辺市 「アイリス」 京丹後市 「麦わら」 

宇治田原町 宇治田原町適応指導教室 与謝野町 「トライアングル」 

 

京都府内の校内教育支援センター設置状況及び運用状況（府独自調査による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小

学

校

中

学

校

小

学

校

中

学

校

小

学

校

中

学

校

専
用
の
部
屋

保
健
室

校
長
室

教
育
相
談
用
の

部
屋

空
き
教
室

１日 ２日 ３日 ４日 ５日

194 96 163 89 84.0% 92.7% 132 59 6 68 48 7 5 3 3 221

常駐

常駐✕
対応す
る者は
いる。

担当はな
い

管理職 養護教諭 教務主任 空き教員 心サポ
通級指導
教室担当

SC
まなび
生活AD

支援員
（心サポ
以外に市
町（組
合）で措
置した
者）

75 167 12 64 96 53 82 131 32 20 30 121

府全体

府全体

設置校学校数 設置率 設置形態 設置日数

担当者 主な担当について
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定時制課程のある府立高等学校 

 

学校名 設置課程（学科） 通学圏 所在地 

清明高等学校 昼間定時制 京都市・乙訓 京都市北区 

朱雀高等学校 

夜間定時制（普通） 

通信制（普通) 
京都市・乙訓 京都市中京区 

鳥羽高等学校 夜間定時制 （普通） 京都市・乙訓 京都市南区 

桃山高等学校 夜間定時制（普通・商業） 京都市・乙訓 京都市伏見区 

北桑田高等学校 

（美山分校） 
昼間定時制（農業・家政） 口丹 南丹市美山町 

綾部高等学校 

（東分校） 
夜間定時制（普通） 中丹 綾部市川糸町 

福知山高等学校 

（三和分校） 
昼間定時制（農業・家政） 中丹 福知山市三和町 

東舞鶴高等学校 

（浮島分校） 
夜間定時制（普通） 中丹 舞鶴市字溝尻 

清新高等学校 昼間定時制（総合学科） 丹後 京丹後市弥栄町 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.kyoto-be.ne.jp/suzaku-hs/
http://www.kyoto-be.ne.jp/suzaku-hs-tei/cms/
http://www.kyoto-be.ne.jp/suzaku-hs-tuu/index.htm
http://www.kyoto-be.ne.jp/toba-hs/
http://www.kyoto-be.ne.jp/toba-hs-tei/
http://www.kyoto-be.ne.jp/momoyama-hs/
http://www.kyoto-be.ne.jp/momoyama-hs/mt/tei/
http://www.kyoto-be.ne.jp/miyama-kitakuwada-hs/
http://www.kyoto-be.ne.jp/momoyama-hs/mt/tei/
http://www1.kyoto-be.ne.jp/higashi-ayabe-hs/teijisei-hp/index.html
http://www.kyoto-be.ne.jp/fukuchiyama-hs/miwabunkou/index.htm
http://www.kyoto-be.ne.jp/ukishima-higashimaizuru-hs/
http://www.kyoto-be.ne.jp/seishin-hs/
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京都府におけるニーズ調査 （平成 30年度実施） 

調査期間 平成 30年 10月 25日～12月 11日  

調査対象 京都府内に在住の府民（京都市を除く）  

調査事項  

   夜間中学で学んでみたい理由・年齢・住所／夜間中学で学びたいことや夜間中学に関する希望  

調査方法  

アンケートはがき付きリーフレットを作成し、府内各施設に対して 2万枚配布 

対象を「夜間中学で勉強したいと思われる方」（入学該当者）に限定 

広報  

○各設置場所への依頼  

○府教育委員会 HPへの掲載（HP上からもメール、FAXで回答できるようにした）  

調査結果  

○15通の返信（はがき 11通、ＦＡＸ４通）  

  ○夜間中学で学びたい理由【 】内は回答数  

    中学校を卒業していないから              【１】  

    中学校を卒業しているが、夜間中学で学びなおしたいから 【９】  

    現在中学生であるが、夜間中学で学んでみたいから    【０】  

    外国人で、本国において義務教育を修了していないから  【１】  

    その他                        【４】  

○回答者の年齢  

    10代【４】 20代【１】 30代【３】 40代【１】 50代【２】 60代【２】 70代【２】  

○回答者の居住地  

    京都市【４】 京田辺市【３】 城陽市【１】 与謝野町【１】 京丹後市【１】  

    舞鶴市【１】 木津川市【１】 宇治市【１】 八幡市【１】  

○夜間中学で学びたいことや夜間中学に対する希望  

   ・不登校のまま卒業したので学び直しがしたい  

・日本語の力をつけたい  

・数学、国語などの特定の教科を学習したい  

○ニーズ調査結果に対する所見（平成 30年度夜間中学の設置に係る検討会議報告書より）  

潜在的には義務教育未修了者の学習の機会や、中学校既卒者の学び直しの機会、日本語を学ぶ機会

等の必要性はあるのではないかと考える。  

ニーズ調査の結果を踏まえて検討した結果、ニーズが多い地域を判断することは困難であり、直ち

に夜間中学の設置を具体的に検討するに至るニーズを把握することはできなかった。しかしながら、

研修視察を含め、今回の調査等を通じて知った多様な個々のニーズに沿った学び直し等への対応は

必要であり、今後もニーズは変化することも考えられることから、国の動向も見据えながら、すでに

夜間中学を設置している京都市や他の市町村、関係諸機関との連携も図り、引き続き適切な就学機会

の提供等についての方法を検討していく必要がある。 
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１　目的

２　調査対象

　　京都府内在住者

３　調査内容

　　別紙チラシのとおり

４　調査期間

　　令和７年８月１日～９月30日

５　回答方法

　　・はがき（チラシに回答用はがきを掲載）

　　・インターネット（回答フォームによる回答）

　　　※インターネットでの回答については日本語以外に７か国語で回答が可能

　　　　英語・中国語・韓国語・インドネシア語・タガログ語・ネパール語・ベトナム語

６　アンケートチラシ等送付先

　　・府内各市町村（京都市除く）

　　・京都市（各区役所・図書館等）

　　・ハローワーク（14カ所）

　　・地域若者サポートステーション（５カ所）

　　・府認定フリースクール（６カ所）

　　・京都府国際センター

　　・関係教育機関（各教育局・府総合教育センター及び北部研修所・府立学校）

　　・府健康福祉部関係機関

　　・府内郵便局（28カ所）

7　回答数

　　215件（はがき　69件　インターネット　146件）

　　　※インターネットの回答言語

　　　　（日本語　126件　英語　15件　中国語　４件　韓国語　１件）

 　　その他ネパール語・インドネシア語・フィリピン（タガログ）語・ベトナム語は回答なし

　　夜間中学で学びたい方などのニーズを把握し、本府における夜間中学も含む多様な学びの保障の在り方を

　検討する。

※小中学校、教育支援センター、公民館、図書館、社会福祉協議会、福祉窓口事務所等への配架を

　依頼

夜間中学についてのアンケート【調査結果】

京都府教育委員会　学校教育課
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8　調査結果

回答対象：アンケート回答者全員

Ｑ１　あなたは夜間中学のことを知っていましたか？

Ｑ２　あなたは夜間中学で学んでみたいと思いますか？

　　　または夜間中学のことを知らせたいと思う人があなたのまわりにいますか？

　　　（複数回答可）

Q２で「夜間中学で学んでみたい」を選んだ人の回答について

　※「知らせたい人が身近にいる」「知らせたいと思いつく人がいる／知らせたいと思いつく場所がある」

　　も併せて回答した人を含む

Ｑ３　あなたのことを教えてください。

（１）年齢

　※複数を選択した回答あり

　

（２）性別

（３）中学校を卒業していますか？

（４）国籍

外国籍を選んだ方が回答した国

68

43 22

回答なし

3

3

50代

1 329 2 1

台湾 韓国 フィリピン

女性 その他／答えたくない

30 31 4

している していない 回答なし

回答なし

47 18

回答なし

2

ネパール中国

日本国籍 外国籍

98

回答なし

2

回答なし

1

男性

8 3 16 5 1 36

70

まなびたいと思わない

し、知らせたいと思う人

もいない

49

10代 20代 30代 40代 60代以上

132 82

回答なし

1

夜間中学で学んで

みたい

知らせたいと思いつく人

がいる／知らせたいと思

いつく場所がある

知らせたい人が身

近にいる

知っていた 知らなかった
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（５）住んでいる市町村

1 7 1 6

1 1

1

4

※居住地に関する回答なし（はがき）　49件

　回答なし（はがき）の消印局 25 1

20 1

2

Ｑ４　あなたが学びたい理由を教えてください。

　　　（複数回答可）

Ｑ５　夜間中学で学んだあとはどのような進路を考えていますか？

　 ※Ｑ５で「高校卒業資格を取るために、高校へ進学したい」を選んだ人のみが回答

Ｑ２で「知らせたい人が身近にいる」「知らせたいと思いつく人がいる／知らせたいと思いつく場所が

ある」を選んだ人の回答について

　※「夜間中学で学んでみたいを併せて回答した人は含まない

※「知らせたい人が身近にいる」にも回答した18人を含む

回答なし

知らせたい人が身近にいる（自分が学

んでみたいと回答した人以外）

知らせたいと思いつく人がいる／知ら

せたいと思いつく場所がある

48 67

8 7 3

Ｑ６　住んでいる地域に夜間定時制など、高校卒業資格が取れる学校がある場合は夜間中学よりもそちら

　　　に入学したいですか？

はい いいえ どちらともいえない

6 4 7

回答なし

1

718 6 37

高校卒業資格を取るため

に、高校へ進学したい

7 46 15

中学校を卒業していないから
中学校は卒業したが、もう一度

学び直したいから

高等学校へ進学する学力をつけ

たいから

日本語の読み書きを身に付けた

いから

日本の中学校で知識や技能など

を学びたいから
その他

山城木津

宇治

南丹市

府外

その他

京田辺市

木津川市

向日市 京都市

園部

京都中央

高校へは進学せずに働き

たい

卒業後のことはまだ考え

ていない

乙訓教育局管内 山城教育局管内 南丹教育局管内 それ以外

山城田辺

回答せず
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Ｑ３　あなたが知らせたい人のことを教えてください。

（１）年齢

　※複数を選択した回答あり

　

（２）性別

　※複数を選択した回答あり

（３）中学校を卒業していますか？

　※複数を選択した回答あり

（４）国籍

　※複数を選択した回答あり

外国籍

　※複数回答あり

（５）住んでいる市町村

日本国籍 外国籍 日本国籍 外国籍 日本国籍 外国籍 12 9

0 1 7 12 2 0 0 1

1 4 1 6 0 1

0 3 5 3

0 3

0 1

1 0 日本国籍 外国籍

1 0 0 1

0 1

市町名

回答なし

市町名

長岡京市

乙訓教育局管内 山城教育局管内 南丹教育局管内

中丹教育局管内

それ以外

京都市

府外

その他

市町名

南丹市

亀岡市

京田辺市

宇治市

城陽市

八幡市

宇治田原町

久御山町

木津川市

井手町

綾部市

スペイン その他 回答なし

1 4 4

市町名

ボリビア 韓国 台湾 スリランカ パキスタン フィリピン ミャンマー

2 1 1 1 1 1 1

インド

15 14 4 4 3 2

タイ

2

日本国籍 外国籍 回答なし

49 45 3

ネパール 中国 ベトナム ブラジル インドネシア

47 32 17 4

している していない 回答なし

61 32 5

34 13 6 8 6 27 6

男性 女性 その他／答えたくない 回答なし

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 回答なし
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Ｑ４　知らせたい理由を教えてください。

Ｑ７　知らせたい人（たち）とあなたの関係を教えてください

Ｑ８　あなたの職業または関わっている活動を教えてください

　※複数を選択した回答あり

3 44 4 29 6 8

3 17 57 10

中学校を卒業していないから
中学校は卒業したが、もう一度

学び直したいから

高等学校へ進学する学力をつけ

たいから

20 22 35

7

福祉 教育 社会的弱者 外国人支援

日本語の読み書きを身に付けた

いから

日本の中学校で知識や技能など

を学びたいから
その他

52 31 15

家族・親族 友人・知人 仕事やボランティアで知っている人 間接的に見聞きした その他

その他 回答なし
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乙訓 宇城久 綴喜 相楽 南丹 中丹 丹後 京都市

向日市

長岡京市

大山崎町

宇治市

城陽市

久御山町

京田辺市

八幡市

井手町

宇治田原町

木津川市

精華町

相楽東部

亀岡市

南丹市

京丹波町

綾部市

福知山市

舞鶴市

京丹後市

宮津市

与謝野町

伊根町

1 2 31 21 1 6

3 20 1 6 1 5

1 8 12 1 4 15

日本国籍 人数 1 4 32 19 4 11

人数 1 8 24 3 5 1 9

ネパール ネパール 中国 中国 ネパール タイ 中国

中国 ブラジル 台湾 台湾

インド ネパール インドネシア

ボリビア ネパール

スリランカ フィリピン

スペイン タイ

パキスタン ミャンマー

韓国

2 4 11 0 6 10

2 4 1 0 1 2

10 5 0 4

3 1 2 6

1 2 0 0 0

3 28 15 0 4

1 9 7 1

2 1 2

1 1 13 13 1

1 2 3 5

6 1

14 9 5

4 11 5

2 24 17 3 5

6 17 7 3 3

1 6 19 1 4 1 9

3 13 1 1 3

1 2 3

卒

業

後

高校への進学

高校へは進学せず働く

未定

夜

間

と

定

時

制

等

夜間中学を希望

高校卒業資格を希望

どちらともいえない

国

籍 外国籍
国名

年

代

10代

20代

30代

40代

50代

60代以上

地域別概要

状

況

学んでみたい

知らせたい人が

身近にいる 重複

あり知らせたいと思いつく人

（場所）がいる（ある）

学

び

た

い

理

由

中学を卒業していない

複

数

回

答

あ

り

中学は卒業したがもう一度学び直したい

高校進学の学力をつけたい

日本語の読み書きを身に付けたい

日本の中学で知識や技能を学びたい

その他
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卒業後の進路及び定時制・夜間中学の希望【国籍・学びたい理由別】

日本国籍

中学校を卒

業していな

い

卒業したが

学び直した

い

高校進学の

学力をつけ

たい

日本語の読み

書きを身に付

けたい

日本の中学校

で知識や技能

を学びたい

その他 外国籍

中学校を卒

業していな

い

卒業したが

学び直した

い

高校進学の

学力をつけ

たい

日本語の読み

書きを身に付

けたい

日本の中学校

で知識や技能

を学びたい

その他

人数 6 37 13 3 1 0 人数 1 9 2 5 6 3

高校進学希望 2 8 8 高校進学希望 1 3 2 1 1 1

就職希望 2 就職希望 3 2 1

未定 4 24 6 3 1 未定 6 1 3 1

無回答 3 無回答

夜間定時希望 2 7 6 2 夜間定時希望 1 1 2 1 1

夜間中学希望 2 3 3 夜間中学希望 4 1 1

未定 2 17 3 1 1 未定 5 1 1 1

無回答 8 1 無回答 2 1

卒業後の進路及び定時制・夜間中学の希望【国籍・年代別】

日本国籍 10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 外国籍 10代 20代 30代 40代 50代 60代以上

人数 4 2 7 2 1 34 人数 4 1 9 3 0 2

高校卒業希望 14 高校卒業希望 1 1 3

就職希望 2 就職希望 1 2 2

未定 1 2 7 2 1 17 未定 2 5 1

無回答 3 2 無回答 1

夜間定時希望 3 1 6 夜間定時希望 1

夜間中学希望 5 夜間中学希望 1 3

未定 2 1 4 1 14 未定 3 4

無回答 1 1 7 無回答 1 1
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卒業後の進路及び定時制・夜間中学の希望【国籍・中学卒業・未卒業別】

日本国籍 中学卒業 中学未卒業 外国籍 中学卒業 中学未卒業 日本国籍 中学卒業 中学未卒業 外国籍 中学卒業 中学未卒業

高校進学 4 10 高校進学 3 2 高校進学 7 12 高校進学 6 6

就職 2 就職 3 1 就職 2 3 就職 1 2

未定 23 6 未定 6 2 未定 14 19 未定 11 8

無回答 1 2 無回答 1 無回答 25 10 無回答 6 4

定時制希望 4 5 定時制希望 1 定時制希望 5 定時制希望

夜間中学希望 2 2 夜間中学希望 2 2 夜間中学希望 5 6 夜間中学希望 3 3

未定 12 7 未定 6 1 未定 11 24 未定 13 11

無回答 10 4 無回答 2 1 無回答 26 11 無回答 8 4

日本国籍 10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 外国籍 10代 20代 30代 40代 50代 60代以上

中学を卒業している 2 2 6 2 20 中学を卒業している 2 1 5 3

卒業していない 1 1 14 卒業していない 2 3 1

無回答 2 無回答

日本国籍 10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 外国籍 10代 20代 30代 40代 50代 60代以上

中学を卒業している 7 7 4 4 2 13 中学を卒業している 13 3 1 2 2 6

卒業していない 3 1 4 卒業していない 8 3 2 2

無回答 無回答 1

学んでみたい 身近に知らせたい人がいる＋知らせたいと思いつく人がいる

中学校を卒業しているかどうか【国籍・年代別】

学んでみたい

身近に知らせたい人がいる＋知らせたいと思いつく人がいる
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学びたい（知らせたい）理由【国籍・中学卒業・未卒業別】

日本国籍

中学校を卒

業していな

い

卒業したが

学び直した

い

高校進学の

学力をつけ

たい

日本語の読み

書きを身に付

けたい

日本の中学校

で知識や技能

を学びたい

その他 外国籍

中学校を卒

業していな

い

卒業したが

学び直した

い

高校進学の

学力をつけ

たい

日本語の読み

書きを身に付

けたい

日本の中学校

で知識や技能

を学びたい

その他

中学卒業 0 29 5 1 1 中学卒業 0 6 1 5 6 3

中学未卒業 6 8 8 5 中学未卒業 1 3 1 2 3 2

日本国籍
中学校を卒業

していない

卒業したが学

び直したい

高校進学の学

力をつけたい

日本語の読み

書きを身に付

けたい

日本の中学校

で知識や技能

を学びたい

その他 外国籍
中学校を卒業

していない

卒業したが学

び直したい

高校進学の学

力をつけたい

日本語の読み

書きを身に付

けたい

日本の中学校

で知識や技能

を学びたい

その他

中学卒業 7 16 11 15 10 10 中学卒業 1 0 11 15 8 2

中学未卒業 3 2 2 4 3 2 中学未卒業 8 2 10 15 9 1

10代 2 10代 3 2 5 4 3 2

20代 1 1 1 20代 2 3 1 3 2 2

30代 2 6 2 2 30代 1 2 1 1

40代 2 40代 2 1 1 1

50代 1 1 1 1 50代 2 1 1 1

60代以上 4 26 11 60代以上 4 9 6 9 6 5

10代 1 1 1 2 10代 7 2 15 18 7

20代 1 20代 1 1 3 5

30代 1 7 1 1 2 2 30代 1 1

40代 2 2 1 40代 2 1 3

50代 50代 1 1 1

60代以上 2 1 60代以上 4 8 6 9 6 5

日

本

国

籍

外

国

籍

身近に知らせたい人がいる＋知らせたいと思いつく人がいる

年代
中学校を卒業

していない

卒業したが学

び直したい

高校進学の学

力をつけたい

日本語の読み

書きを身に付

けたい

日本の中学校

で知識や技能

を学びたい

その他

日

本

国

籍

外

国

籍

学びたい（知らせたい）理由【国籍・年代別集計】

学んでみたい

年代
中学校を卒業

していない

卒業したが学

び直したい

高校進学の学

力をつけたい

日本語の読み

書きを身に付

けたい

日本の中学校

で知識や技能

を学びたい

その他

身近に知らせたい人がいる＋知らせたいと思いつく人がいる

学んでみたい
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